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研究成果の概要（和文）：　本研究により南イタリアのルネサンス建築には、建築家の個性よりも、建築主の意向や地
元中世の伝統のほうが色濃く反映されていることが判明した。ただし、南イタリアの建築主ないしは建築家が、フィレ
ンツェやローマのルネサンス建築を直接手本としたのか、あるいは建築書を通じて知識が広まっていたのかについては
今後の課題としたい。なぜなら、南イタリアの建築には、当時南イタリアを支配していたスペインとの関係についても
考慮しなければならないからであるが、両者のあいだの文化交流については、一方的というよりも相互的なものであっ
たと推測できる。

研究成果の概要（英文）： This research revealed that architectural patron’s wishes and local traditions 
of medieval building more than architect’s individuality decided the Renaissance architecture of South 
Italy. It is however difficult to conclude that the patrons or architects referred to the Renaissance 
architecture in Florence or Rome, or they acquired some knowledge of all’antica style by way of 
architectural treatises, because it is necessary to consider the relationship between South Italy and 
Spain. Although the latter dominated the former at that time, cultural exchange between two regions is to 
be observed.

研究分野： 建築学
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１．研究開始当初の背景 
15 世紀初期にフィレンツェで発生したル

ネサンス建築は、15 世紀末期には北イタリア
のミラノやヴェネツィア、そして南イタリア
ではナポリにまで伝播されてゆく。北イタリ
アにおける初期ルネサンス建築には地元の
中世建築の影響が強く感じられ、このことは
南イタリアの場合にも当てはまると思われ
るが、南イタリアのルネサンス建築に関する
研究は少なく、地元の中世建築との関連性が
指摘されたとしても有名な例のみに限られ
ている。なお、南イタリアの中世建築は実に
ヴァラエティ豊かであり、ナポリではゴシッ
ク、サレルノ（ナポリ近郊）ではイスラーム、
プーリア地方ではロマネスクといったよう
に、各地の伝統が根強く残されているのが特
徴である。 
本研究の対象となる南イタリアのルネサ

ンス建築は、フィレンツェやローマに見られ
る巨匠の名作とは異なり、設計者については
ほとんど無名の工匠というレヴェルであり、
見た目の印象についても洗練されていない
もののほうが多い。首都と地方との差、ある
いは巨匠と追随者との差という価値観にし
たがって判断するならばそれまでだけれど
も、ローマなどでは秀作が多いがゆえに、都
市景観において単体の建築がなす役割とい
う点では、名作といえどもあまり目立たなく
なってしまうこともある。ところが地方の小
都市になると、新しい建築はたとえあまり洗
練されていなくても、希少価値という点で都
市景観には欠かせぬ要素となっており、少な
くとも地元の人びとからは一級の作品と評
価され親しまれている。 
 
２．研究の目的 
南イタリアのルネサンス建築が傍流に属

することは確かであるが、同地の古代・中世
建築の質と量に関しては目を見張るものが
ある。というのも、南イタリアは太古から近
世にいたるまで多くの民族に支配されてき
た歴史をもち、とりわけ中世にはアラブ、ノ
ルマン、ホーエンシュタウフェン（ドイツ）、
アンジュー（フランス）、アラゴン（スペイ
ン）といった目まぐるしい支配者の交代によ
って、さまざまな様式が登場するにいたった
からである。すなわち、南イタリアのルネサ
ンス建築は、ゴシック建築からの変遷という
西洋建築史の本流には当てはまらないがゆ
えに、特殊な事例として処理されてしまいが
ちなのである。実際に海外における先行研究
について見ると、ナポリは例外としても、地
元の研究者による個別の事例研究は進んで
はいるものの、南イタリアの全体像が提示さ
れるまでにはいたっていない。そこで本研究
では、ルネサンス以前の古代・中世から重層
する諸外国の様式を分析しながら、南イタリ
アに共通する何らかの特徴を提示してみた
いと思う。 
なお、ルネサンスやバロックといった近世

建築を中世建築との関係から広く再検討し
た試みとしては、シモンチーニ編の論文集 La 
tradizione medievale nell’architettura 
italiana dal XV al XVIII secolo, ed. G. 
Simoncini, Firenze, 1992 と Presenze 
medievali nell’architettura di età moderna 
e contemporanea, ed. G. Simoncini, Milano, 
1997 があげられる程度であり、イタリア各
地の代表例が紹介されたにとどまっている
ので、課題となる点はまだ多く残されている。 
 
３．研究の方法 
本研究では、ナポリを中心とした南イタリ

アのルネサンス建築（おおよそ 1450～1550
年）を、地元の中世建築との関係から考察す
る。南イタリアの 15 世紀建築には主にフィ
レンツェの影響、そして 16 世紀建築には主
にローマの影響がしばしば強調されるが、と
りわけナポリでは当時から古代建築のみな
らず、古代建築と誤解されていた中世建築も
よく知られていたので、地元の伝統の影響を
無視することは難しいように思われる。本研
究は新しいアプローチで行う研究と位置づ
けられ、平面や立・断面の形態のみならず、
建設材料や壁面構築技術、そして窓枠や柱頭
などの装飾ディテールにいたるまで、ルネサ
ンス建築に見られる中世的要素を検討する
ことを試みる。 
研究の計画と方法については、毎年 1 回ひ

とつの地方につき 2週間程度の現地調査を行
う。現地では建築の写真撮影や図書館・美術
館での図面や絵画史料、文献史料などの収集
作業につとめ、調査後にはそれらを整理・読
解する作業が中心となる。すでに 2010～12
年に鹿島学術振興財団から研究助成を得て、
本研究と同じく「南イタリアのルネサンス建
築に見られる中世的要素」と題する 2 年間の
研究で、ナポリを中心としたカンパーニア地
方と、バーリを中心としたプーリア地方を対
象に調査を実施した。そこで、本研究の年次
計画として、1 年目にカラーブリア地方とバ
シリカータ地方、2 年目にシチリア島、そし
て最後の 3年目にサルデーニャ島を対象範囲
としたルネサンス建築を現地調査し、それら
の成果をまとめる予定である。ビルディング
タイプという点では、おもにキリスト教の聖
堂建築を対象とする。パラッツォなどの住宅
建築については平面形態などが後世に改変
されてしまったものが多いので、考察の対象
としては中庭を含めた外部立面と、それらの
構成要素である柱や開口部などのディテー
ルに限定される。いずれの場合にも、中世の
要素を抽出しながら、それを決定した建築家
と依頼主との関係を考察してみたい。 
 
４．研究成果 
前述のカンパーニア地方とプーリア地方

に関する研究では、2011 年の東日本大震災に
よって研究室が被災したため、調査対象を少
数に限定せざるを得なかったものの、これら



の地方のルネサンス建築には、建築家の個性
よりも、建築主の意向や地元中世の伝統のほ
うが色濃く反映されていることが判明した。
本研究が対象とする他の南イタリアの地方
についても、おおむね同様の特徴を見出すこ
とができたので、以下ではその二点を中心に
説明してゆきたい。ただし、南イタリアの建
築家や建築主が、フィレンツェやローマのル
ネサンス建築を直接手本としたのか、あるい
は建築書を通じて知識が広まっていたのか
については今後の課題とし、おもにスペイン
との関係から展望を述べるにとどめておき
たい。 
 
（1）建築主の意向 
①イオニア式戸口の持送り 

15 世紀末のナポリに建てられたパラッツ
ォ・カラーファに、当時のナポリではもっぱ
ら宗教建築に用いられていた矩形の戸口が
採用された理由は何か。このパラッツォでは
確かにアルベルティ設計のパラッツォ・ルチ
ェッライのような矩形のイオニア式戸口が
用いられてはいるものの、前者では渦巻持送
りが枠内に壁と水平に用いられている点が
大きく異なっている（図 1）。このような手法
は、ゴシック建築の戸口の持送りにしばしば
見受けられる。このパラッツォの近くには、
カラーファ家歴代の墓所であるサン・ドメニ
コ・マッジョーレ聖堂があり、そのアプス左
側の戸口を見ると、枠内の上部隅に一対の渦
巻持送りが設けられている。この戸口の建設
年代は 15 世紀半ばであり、アルベルティの
ナポリ滞在以前からカラーファ家にはなじ
みのあるものであった。また、この戸口の上
部に彫像が設けられている点を勘案しても、
パラッツォ・カラーファの戸口の手本となっ
た可能性は十分に考えられる。 
 

図 1 イオニア式戸口、パラッツォ・カラーファ、ナポ

リ 

 
②オーダーの積み重ね 
ノーラのパラッツォ・コヴォーニのファサ

ードは二層構成であり、オーダーの積み重ね
が用いられている（図 2）。ただし、南イタリ
アのルネサンスのパラッツォには三層構成
のファサードはあまり見られず、このパラッ
ツォの第一層と第二層のオーダーはいずれ
もコリント式である。ナポリとその周辺の町

のパラッツォに、アルベルティのパラッツ
ォ・ルチェッライの影響を見出すことは可能
である。しかしながら、アルベルティがコロ
ッセウムなどの劇場施設からオーダーの積
み重ねを引用したからといって、南イタリア
の建築家が同様にサンタ・マリア・カプア・
ヴェテレやポッツォーリの円形闘技場から
オーダーの積み重ねを引用したとは考えが
たい。さらに注目すべき点は、ペペリーノで
できた灰色の柱はスタッコで仕上げられた
壁とはコントラストを成していることであ
る。この場合は、むしろフランチェスコ・デ
ィ・ジョルジョが設計したコルトーナのサン
タ・マリア・カルチナイオ聖堂などのルネサ
ンス建築を手本とした可能性が高いように
思われる。 

図 2 オーダーの積み重ね、パラッツォ・コヴォーニ、

ノーラ 

 
（2）地元中世の伝統 
①三角破風上の波形装飾 

1529 年に着工されたこのアックアヴィー
ヴァ・デッレ・フォンティ大聖堂のファサー
ドには、15 世紀の初期ルネサンス、中世のゴ
シックやロマネスクの特徴が見られる（図 3）。
さらに興味深い点は、三角破風の上部に連続
して設けられた波形装飾である。波形装飾は
ギリシアやローマの古典建築においては、一
般にフリーズなどの水平の帯飾りとして用
いられる。ルネサンス建築の場合は、16 世紀
ローマのパラッツォでは階層を区分する水
平の帯飾りとして用いられることが多い。し
かし、古代神殿の三角破風に関しては、切妻
屋根に用いられるにせよ、開口部の上部装飾
として用いられるにせよ、破風の頂上と底部
との合計 3個所に彫像やアクロテリオンが設
けられる程度が一般的である。一方、ゴシッ
ク建築の三角破風について見ると、勾配はか
なり急になるが、拳鼻と呼ばれる装飾が破風
の全体にわたって連続的に設けられること
は少なくない。この大聖堂ファサードの三角
破風の勾配は、古代神殿のそれのように緩い



勾配となっているが、この三角破風上部の装
飾がファサード中央のバラ窓と合わせて用
いられることによって、ゴシック建築のよう
な印象を与えているようにも思われる。 
 

図 3 アックアヴィーヴァ・デッレ・フォンティ大聖堂 

 
②スクインチによるドーム 
シチリア南東部のヴァル・ディ・ノート地

域は、1693 年の地震によって大きな被害を
受けたため、ラグーザやノートなどは都市が
まるごと新たに再建されたほどであった。す
なわち、この地方にルネサンス以前の建築は
少ししか残されてはいないものの、モディカ
のサンタ・マリア・ディ・ベトレム聖堂コン
フラーティ礼拝堂と、コミーゾのサン・フラ
ンチェスコ聖堂ナセッリ礼拝堂（図 4）は、
スクインチによるドームで覆われた 16 世紀
前半の建築として注目に値する。ブルネレス
キによるサン・ロレンツォ聖堂旧聖具室以降、
正方形平面にドームを架けるときには、ペン
デンティヴが主流となったが、これらの礼拝
堂では地元中世の伝統が引き継がれている
と考えられ、ことにコミーゾではゴシック風
のリブも使用されている。この地方では中世
建築が稀少であるため、中世からルネサンス
への変遷を辿るうえでも、きわめて興味深い
存在である。 

図 4 ナセッリ礼拝堂、サン・フランチェスコ聖堂、コ

ミーゾ 
 

（3）むすびにかえて 
南イタリアの建築には、当時南イタリアを

支配していたスペインの影響をも考慮に入
れなければならない。本研究では、スペイン
（イベリア半島）の建築を十分に調査するこ
とはできなかったものの、16 世紀半ばに改築
されたトマールのクリスト修道院回廊には、
ローマの盛期ルネサンス建築との類似性が
うかがわれる。この場合には、当時のヨーロ
ッパ各国に知られていたセルリオの建築書
を参照したと考えられるが、このことはパラ
ッツォの立面構成などにも広く当てはまる
と思われる。すなわち、南イタリアとイベリ
ア半島のあいだの文化交流については、一方
的というよりも相互的なものであったと推
測できるので、今後は時代の変遷や地域ごと
のちがいについても勘案しながら、両者の関
係について検討してゆきたい。 
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